
1、知識・理解

2、汎用的能力

科目

基盤教育科目

全学共通専門科目

DP1-1 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP3-3 DP4-1 DP4-2 配当年次

大学入門ゼミナールⅠ ◎ ○ 1

大学入門ゼミナールⅡ ○ ◎ 1

基盤力養成演習 ○ ○ ◎ ○ 1

日本語表現法Ⅰ ◎ ○ 1

日本語表現法Ⅱ ◎ ○ 1

日本語表現法Ⅲ ◎ ○ 2

基礎数学 ◎ ○ 1

コンピュータ基礎演習Ⅰ ◎ ○ 1

コンピュータ基礎演習Ⅱ ◎ ○ 1

マルチメディア活用基礎 ◎ ○ 1

プレゼンテーション技法 ◎ ○ 1

コンピュータ応用演習Ⅰ ◎ 2

コンピュータ応用演習Ⅱ ◎ 2

情報処理入門 ◎ 1

アプリケーション演習A ◎ 1

基礎英語Ⅰ ◎ ○ 1

入門英会話Ⅰ ◎ ○ 1

基礎英語Ⅱ ◎ ○ 1

入門英会話Ⅱ ◎ ○ 1

実用英会話Ⅰ ◎ ○ 2

実用英会話Ⅱ ◎ ○ 2

高大接続英語 ◎ ○ 1

夏期集中英語 ◎ ○ 1

春期集中英語 ◎ ○ 1

総合英語ⅠA ◎ ○ 2

総合英語ⅠB ◎ ○ 2

総合英語ⅡA ◎ ○ 2

総合英語ⅡB ◎ ○ 2

中国語Ⅰ ◎ ○ 2

中国語Ⅱ ◎ ○ 2

フランス語Ⅰ ◎ ○ 2

フランス語Ⅱ ◎ ○ 2

コリア語Ⅰ ◎ ○ 2

コリア語Ⅱ ◎ ○ 2

タイ語Ⅰ ◎ ○ 1

タイ語Ⅱ ◎ ○ 2

ベトナム語Ⅰ ◎ ○ 2

基盤教育　カリキュラムリスト

基盤教育（全学共通）
ディプロマポリシー 3、態度・志向性

4、統合的な学習経験と創造的思考力

凡例　◎：DP達成のために特に重要な項目

　　　〇：DP達成のために重要な項目（本リストでは白文字で表示）

　　　△：DP達成のために望ましい項目（本リストでは白文字で表示）

大学導入分野

ディプロマポリシーの項目番号

DP4-2　（生涯学習力）多様な学修経験を総合し、自らのキャリアをデザインする力、生
涯にわたって主体的に学び続ける創造的思考力を有している。

DP3-2　（学修習慣）自己を管理する力を身につけ、自らの立てた目標に向かって計画
的、持続的に学修する習慣が身についている。

基本リテラシー
（日本語・数的思考・
ICT分野）

基本リテラシー
（第一外国語分野）

基本リテラシー
（第二外国語分野）

DP1-1　（多様性への理解）人間、社会、文化、地域の多様性についての基本知識を修得
し、幅広い視野と柔軟な感性で「もの」「こと」を受けとめ、理解する力を修得してい
る。

DP2-1　（基本リテラシー）自分の考えを的確に表現するための日本語運用能力、基礎的
なICT活用力、数的思考力、外国語運用能力などの基本リテラシーを修得している。

DP3-1　（学修姿勢）建学の精神、使命・目的を理解し、自らをかけがえのない存在とし
て、常に前向きに学ぼうとする姿勢を有している。

DP3-3　（協働力）周囲の人と協調しながら自らの役割を果たし、協働して物事を進める
力が身についている。

DP4-1　（課題解決力）学内外の能動的学修経験を通して、課題を発見する力、課題解決
のために必要な情報を収集し分析する力、課題解決に向けた行動力を身につけている。
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基盤教育　カリキュラムリスト
ベトナム語Ⅱ ◎ ○ 2

キャリアデザイン論Ⅰ ○ ◎ 2

キャリアデザイン論Ⅱ ○ ◎ 2

キャリアプランニングⅠ ○ ◎ 3

キャリアプランニングⅡ ○ ◎ 3

現代マナー ◎ ○ 1

ＳＰＩ対策Ａ（言語分野） ◎ ○ 3

ＳＰＩ対策Ｂ（非言語分野） ◎ ○ 3

キャリアサポート演習Ａ ◎ ○ 3

キャリアサポート演習Ｂ１ ◎ ○ 1

キャリアサポート演習Ｂ２ ◎ ○ 1

キャリアサポート演習Ｃ１ ◎ ○ 2

キャリアサポート演習Ｃ２ ◎ ○ 2

キャリアサポート演習Ｄ１ ◎ ○ 2

キャリアサポート演習Ｄ２ ◎ ○ 2

社会実務資格 ◎ ○ 1

インターンシップ論 1

インターンシップⅠA ○ ◎ 1

インターンシップⅠB ○ ◎ 1

インターンシップⅡA ○ ◎ 1

インターンシップⅡB ○ ◎ 1

インターンシップⅢA ○ ◎ 1

インターンシップⅢB ○ ◎ 1

大学間連携講座A ○ ◎ 2

大学間連携講座B ○ ◎ 2

海外研修論 ◎ ○ 1

海外特別活動ⅠA ◎ ○ ○ ○ ○ 1

海外特別活動ⅠB ◎ ○ ○ ○ ○ 1

海外特別活動ⅠC ◎ ○ ○ ○ ○ 1

海外特別活動ⅠD ◎ ○ ○ ○ ○ 1

自主旅行活動 ○ ◎ 1

ボランティア論 ○ ○ ◎ ○ 1

ボランティア活動A ○ ○ ◎ ○ 1

ボランティア活動B ○ ○ ◎ ○ 1

芸術・文化・スポーツ活動 ○ ◎ 1

現代日本社会理解（総合講座A） ◎ ○ ○ 1

南大阪地域学（総合講座B） ◎ ○ ○ 1

日本の歴史A ◎ ○ ○ 1

日本の歴史B ◎ ○ ○ 1

日本文化論 ◎ ○ ○ 1

日本の文学 ◎ ○ ○ 1

日本国憲法 ◎ ○ ○ 2

比較文化 ◎ ○ ○ 2

国際社会と日本 ◎ ○ ○ 1

共生社会論 ◎ ○ ○ 1

現代社会と法律（社会と法律） ◎ ○ ○ 1

現代社会と経済（生活と経済） ◎ ○ ○ 1

現代社会と経営（社会と経営） ◎ ○ ○ 1

生活と健康 ◎ ○ ○ 1

生活と福祉 ◎ ○ ○ 1

哲学 ◎ ○ ○ 1

倫理学 ◎ ○ ○ 1

社会学 ◎ ○ ○ 1

心理学 ◎ ○ ○ 1

統計学 ◎ ○ ○ 1

人間と環境 ◎ ○ ○ 1

生命と科学 ◎ ○ ○ 1

生涯学習概論 ◎ ○ ○ 2

知識の探索 ◎ ○ ○ 2

情報サービス論 ◎ ○ ○ 2

スポーツと健康 ◎ ○ ○ 1

学外研修分野

教養分野

キャリア形成支援分野

基本リテラシー
（第二外国語分野）

2 / 15 ページ



基盤教育　カリキュラムリスト
スポーツ実習A ◎ ○ ○ 1

スポーツ実習B ◎ ○ ○ 1

スポーツ実習C ◎ ○ ○ 1

スポーツ実習D ◎ ○ ○ 1

日本事情A（生活） ◎ ○ ○ 1

日本事情B（文化） ◎ ○ ○ 1

高大接続特別講義 ◎ ○ ○ 1

PBL入門 ○ ○ ○ ◎ ○ 1

プロジェクト演習A ○ ○ ○ ◎ ○ 2

プロジェクト演習B ○ ○ ○ ◎ ○ 2

プロジェクト演習C ○ ○ ○ ◎ ○ 2

プロジェクト演習D ○ ○ ○ ◎ ○ 2

プロジェクト演習E ○ ○ ○ ◎ ○ 2

海外特別活動ⅡA ◎ ○ ○ 1

海外特別活動ⅡB ◎ ○ ○ 1

海外特別活動ⅡC ◎ ○ ○ 1

海外特別活動ⅡD ◎ ○ ○ 1

社会福祉概論 ◎ ○ ○ 3

介護の基本 ◎ ○ ○ 3

老化と認知症の理解 ◎ ○ ○ 3

介護技術Ⅰ ○ ◎ ○ 3

介護技術Ⅱ ○ ◎ ○ 3

介護サービス演習 ○ ◎ ○ 3

教養分野

全学共通専門科目
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科目

凡例　◎：DP達成のために特に重要な項目

現代社会学科　専門科目 　　　〇：DP達成のために重要な項目（本リストでは白文字で表示）

　　　△：DP達成のために望ましい項目（本リストでは白文字で表示）

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP3-1 DP4-1 配当年次

【現代社会学科　専門科目課程表】

導入ゼミナールⅠＡ ○ ◎ △ 2

導入ゼミナールⅠＢ ○ ◎ △ 2

導入ゼミナールⅡＡ ○ ◎ △ 2

導入ゼミナールⅡＢ ○ ◎ △ 2

専門ゼミナールⅠ ○ ◎ ○ 3

専門ゼミナールⅡ ○ ◎ ○ 3

専門ゼミナールⅢ ○ ○ ◎ 4

専門ゼミナールⅣ ○ ○ ◎ 4

卒業研究 ○ ○ ◎ 4

現代社会学特別講義Ａ ○ ◎ ○ △ 2

現代社会学特別講義Ｂ ○ ◎ ○ △ 2

現代社会学特別講義Ｃ ○ ◎ ○ △ 2

現代社会学特別講義Ｄ ○ ◎ ○ △ 2

経済学入門 ○ ◎ ○ 1

経済学Ⅰ ◎ ○ 2

経済学Ⅱ ◎ ○ 2

社会学Ⅰ ◎ ○ △ 2

社会学Ⅱ ◎ ○ △ 2

社会調査論 ○ ◎ 2

法律学Ⅰ ◎ ○ 2

法律学Ⅱ ◎ ○ 2

民法Ⅰ ◎ ○ 2

民法Ⅱ ◎ ○ 2

政治学Ⅰ ◎ ○ 3

政治学Ⅱ ◎ ○ 3

ディプロマポリシーの項目番号

現代社会学科　専門科目　カリキュラムリスト

1、知識・理解

2、汎用的能力

3、態度・志向性

4、統合的な学習経験と
創造的思考力

現代社会学科　ディプロマポリシー

DP1-1 現代社会の課題を理解するための基本的
な知識を修得している。

DP1-2 経済・経営、国際英語、観光、スポーツ
のいずれかの分野での専門的な知識を修得して
いる。

DP2-1現代社会で実践的な職業人として活躍す
るためのコミュニケーション能力、論理的思考
力、数量的スキルを修得している。

DP3-1主体的に行動しながら自己管理ができ、
チームワークを重視し、社会で信頼され活躍で
きる人間力とリーダーシップを有している。

DP4-1新たな社会の課題を発見し解決するため
の考察力、問題解決力を修得している。
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現代社会学科　専門科目　カリキュラムリスト
企業経済学 ◎ ○ 3

公共経済学 ◎ ○ 3

財政学 ◎ ○ 3

金融論 ◎ ○ 3

アジア経済論Ⅰ ◎ ○ 2

アジア経済論Ⅱ ◎ ○ 2

社会保障論 ○ ◎ 3

現代福祉論 ○ ◎ 2

経営学入門 ○ ◎ 1

経営管理論 ◎ ○ 2

経営戦略論 ◎ ○ 2

経営組織論 ◎ ○ 2

人的資源管理論 ◎ ○ 3

生産管理論 ◎ ○ 2

国際経営論 ◎ ○ 3

中小企業論 ◎ ○ 2

ビジネスモデル論 ◎ ○ △ 2

商学入門 ○ ◎ 1

マーケティング論Ⅰ ◎ ○ 2

マーケティング論Ⅱ ◎ ○ 2

サービスマーケティング ◎ ○ 3

医療ビジネス論（福祉医療ビジネス論） ◎ ○ 2

ブランド論 ◎ ○ 3

販売管理ⅠＡ ◎ ○ 2

販売管理ⅠＢ ◎ ○ 2

販売管理ⅡＡ ◎ ○ 3

販売管理ⅡＢ ◎ ○ 3

簿記入門 ◎ 2

会計学Ⅰ ○ ◎ 2

会計学Ⅱ ○ ◎ 2

商業簿記 ○ ◎ 2

管理会計Ⅰ ○ ◎ 2

管理会計Ⅱ ○ ◎ 2

ビジネス法規 ◎ ○ 2

観光学入門 ○ ◎ 1

観光地理Ⅰ（国内） ◎ ○ 2

観光地理Ⅱ（海外） ◎ ○ 2

旅行産業論 ◎ ○ 2

旅行会社実務 ○ ◎ 2

観光資格研究 ◎ ○ 2

宿泊産業論 ◎ ○ 3

ホテル概論 ◎ ○ 2

ホスピタリティ論 ◎ ○ 2

テーブルコーディネート論 ◎ ○ 3

ブライダル入門 ◎ 2

ブライダルサービス論Ⅰ ◎ ○ 3

ブライダルサービス論Ⅱ ◎ ○ 3

ブライダルサービス実習 ◎ ○ 3

交通サービス論 ◎ ○ 2
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現代社会学科　専門科目　カリキュラムリスト
航空ビジネス論 ◎ ○ 2

テーマパーク論 ◎ ○ 3

観光経済論 ◎ ○ 2

国際観光論 ◎ ○ 3

地域観光論 ◎ ○ 2

観光文化論 ◎ ○ 3

スポーツマネジメント論 ◎ ○ 2

スポーツ社会学 ○ ◎ 2

スポーツ文化論 ○ ◎ 1

スポーツ心理学 ◎ ○ 2

スポーツビジネス論 ◎ ○ 3

スポーツイベント論 ◎ ○ 3

余暇社会学 ◎ ○ 2

スポーツと栄養 ◎ ○ 3

健康スポーツ論 ◎ ○ 2

地域とスポーツ ○ ◎ 2

専門スポーツＡ ◎ ○ 2

専門スポーツＢ ◎ ○ 2

専門スポーツＣ ◎ ○ 2

専門スポーツＤ ◎ ○ 2

コーチング論 ○ ◎ 3

トレーニング論 ○ ◎ 3

スポーツリーダー論Ⅰ ○ ◎ 3

スポーツリーダー論Ⅱ ○ ◎ 3

レクリエーション論 ◎ ○ 2

レクリエーション実技Ⅰ ○ ◎ 3

レクリエーション実技Ⅱ ○ ◎ 3

レクリエーション実習 ○ ◎ 4

異文化コミュニケーション入門 ◎ ○ 1

Communicative EnglishⅠＡ ◎ 1

Communicative EnglishⅠＢ ◎ 1

Communicative EnglishⅡＡ ◎ 2

Communicative EnglishⅡＢ ◎ 2

専門英語Ⅰ ◎ 2

専門英語Ⅱ ◎ 2

専門英語Ⅲ ◎ 3

専門英語Ⅳ ◎ 3

地域研究Ａ ◎ 2

地域研究Ｂ ○ ◎ 2

地域研究Ｃ ○ ◎ 2

地域研究Ｄ ○ ◎ 2

国際文化研究Ａ ○ ◎ 2

国際文化研究Ｂ ○ ◎ 2

多文化共生論 ○ ◎ △ 2

国際関係論 ◎ ○ △ 2

国際政治学 ◎ ○ △ 3

国際経済学 ○ ◎ △ 3

国際法 ◎ ○ 3

国際協力論 ◎ ○ △ 3
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現代社会学科　専門科目　カリキュラムリスト
【単位互換専門科目（他学科開講科目）】

国際メディア論Ⅰ ◎ 2

国際メディア論Ⅱ ◎ 2

知識社会論 ◎ 2

メディア産業論 ◎ 2

メディアイングリッシュⅠ ◎ 2

メディアイングリッシュⅡ ◎ 2

情報と社会 ◎ 2

情報倫理 ◎ 2

企画構成論 ◎ 2

総合メディア論Ⅰ ◎ 2

総合メディア論Ⅱ ◎ 2

現代メディア分析 ◎ 2

イベントプロデュース論 ◎ 2

エンターテイメント論 ◎ 2

情報処理概論Ⅰ ◎ 2

情報処理概論Ⅱ ◎ 3

情報処理概論Ⅲ ◎ 3

生活学概論 ◎ 2

現代子育て論 ◎ 3

子どもと健康 ◎ 2

子どもと社会 ◎ 2

医学一般【医療事務科目】 ◎ 2

消費生活論 ◎ 2

児童心理学 ◎ 2

臨床心理学【医療事務科目】 ◎ 2

発達心理学 ◎ 2

青年心理学 ◎ 3

介護概論【教職・医療事務科目】 ◎ 3

カラーコーディネート論 ◎ 2

ファッションマーケティング ◎ 2

流行と消費者行動 ◎ 2

ファッションビジネス論 ◎ 3

ユニバーサルデザイン論 ◎ 2

住環境コーディネート論 ◎ 3

栄養と健康 ◎ 2

食料経済 ◎ 3

国際食文化 ◎ 3

フードビジネス論 ◎ 3
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　　　〇：DP達成のために重要な項目（本リストでは白文字で表示）

　　　△：DP達成のために望ましい項目（本リストでは白文字で表示）

科目 DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP3-1 DP4-1 配当年次

【専門導入科目】

●スタジオ基本操作 ◎ ○ △ 1

●映像編集基礎 △ ◎ 〇 1

●アナウンスメント基礎 ◎ 〇 △ 1

●総合メディア論I ◎ ○ ○ △ ○ 1

●CG実習I ◎ 〇 〇 1

●WebデザインI 〇 ◎ 〇 〇 1

●グラフィックデザインⅠ ◎ 〇 〇 1

●情報処理概論Ⅰ ◎ ○ ○ △ 1

●情報倫理 ◎ 〇 ○ △ ○ 1

●プログラミング入門 〇 ◎ ○ ○ 1

【専門演習科目】

●専門ゼミナールⅠ 〇 〇 ◎ 〇 2

●専門ゼミナールⅡ 〇 〇 ◎ 〇 2

●専門ゼミナールⅢ 〇 〇 ◎ 〇 3

●専門ゼミナールⅣ 〇 〇 ◎ 〇 3

●卒業制作・論文I 〇 〇 〇 ◎ 4

●卒業制作・論文Ⅱ 〇 〇 〇 ◎ 4

【学科共通専門科目】

●総合メディア論Ⅱ ◎ ○ △ 2

〇国際メディア論Ⅰ 〇 ◎ ○ △ ○ 2

〇国際メディア論Ⅱ 〇 ◎ ○ △ ○ 2

放送・メディア映像学科　専門科目

凡例　◎：DP達成のために特に重要な項目

（●必修科目　●選択必修科目　〇選択科目）

ディプロマポリシーの項目番号

放送・メディア映像学科　専門科目　カリキュラムリスト

放送・メディア映像学科
ディプロマポリシー

1、知識・理解

2、汎用的能力

3、態度・志向性

4、統合的な学習経験と
創造的思考力

DP3-1　主体的に行動しながら他者と協調・協働
できる自己管理能力とリーダーシップを有し、
メディア社会の発展のために積極的に関与でき
る自立的学習能力を身につけている。

DP4-1　実践的能力を総合的に活用して、自己の
可能性を追求するとともに、専門的知識及び生
涯にわたる学修意欲をもって現代社会の発展に
寄与できる能力を修得している。

DP1-1　現代社会の課題を理解するために必要と
なる、放送・メディア、映像コンテンツ、情報
システム分野における基本的な知識を修得して
いる。

DP1-2　映像制作、シナリオ作成、アナウンス技
術、メディア分析、ＣＧ制作、情報処理のいず
れかの分野での専門知識・技術を修得してい
る。

DP2-1　高度情報化社会に対応し、実践的な職業
人として活躍するためのコミュ二ケーション能
力、論理的思考能力、情報活用・分析・リテラ
シーの能力を修得している。

8 / 15 ページ



放送・メディア映像学科　専門科目　カリキュラムリスト
●現代メディア分析 〇 ◎ ○ △ ○ 2

〇メディアイングリッシュⅠ ○ △ ◎ 〇 ○ 3

〇メディアイングリッシュⅡ ○ △ ◎ 〇 ○ 3

〇知識社会論 ◎ ○ △ ○ 2

〇情報と職業 ◎ ○ △ ○ 3

〇情報と社会 ◎ ○ △ ○ 3

〇放送メディア特別講義A（Cと隔年開講） ◎ 〇 ○ △ ○ 2
〇放送メディア特別講義B（Dと隔年開講） ◎ ○ 〇 ○ 2
〇放送メディア特別講義C（Aと隔年開講） ○ ◎ △ 2
〇放送メディア特別講義D（Bと隔年開講） ◎ 〇 △ 2

【放送・メディア（分野）】

●制作概論 ◎ △ ○ 2

●撮影技法 ◎ ○ △ 2

〇制作技術論 ◎ 〇 △ 2

●企画構成論 ◎ ○ 〇 2

●取材と編集Ⅰ ◎ ○ △ 3

〇取材と編集Ⅱ ◎ ○ △ 3

〇イベントプロデュース論 ◎ 〇 △ 3

●アナウンス概論 ◎ 〇 △ 2

〇アナウンスメントⅠ 〇 ◎ △ △ 2

〇アナウンスメントⅡ　 〇 ◎ △ △ 2

〇メディア産業論 ○ ◎ 〇 △ 2

〇エンターテーメント論 ○ ◎ △ ○ 2

●音声演技表現Ⅰ ◎ △ 〇 3

〇音声演技表現Ⅱ ◎ △ 〇 3

●表情・身体表現Ⅰ ◎ △ 〇 3

〇表情・身体表現Ⅱ ◎ △ 〇 3

【映像コンテンツ（分野）】

●CG実習Ⅱ ◎ 〇 〇 2

●WebデザインⅡ ◎ 〇 2

〇WebデザインⅢ ◎ 〇 3

●グラフィックデザインⅡ ◎ 〇 〇 〇 2

●DTPデザイン ◎ 〇 〇 2

〇CG実習Ⅲ ◎ 〇 〇 〇 2

●コンポジット演習 ◎ 〇 〇 3

〇映像デザイン論 ◎ 〇 〇 〇 2

●シナリオ・絵コンテ ◎ ○ △ 2

〇空撮演習 〇 △ ◎ 2

●音声基礎（サウンドデザイン） 〇 ◎ 〇 〇 2

【情報システム（分野）】

●情報処理概論Ⅱ ◎ ○ ○ △ 1

●情報処理概論Ⅲ ◎ ○ △ 〇 2

●アプリケーション演習B 〇 ○ ◎ 〇 2

●アプリケーション演習C1（DB) 〇 ◎ ○ 2

〇アプリケーション演習C2（DB) 〇 ◎ ○ 3

〇情報処理特別演習Ⅰ ◎ 〇 △ △ 2

〇情報処理特別演習Ⅱ ◎ ○ △ △ 2

●プログラミング実習Ⅰ 〇 ◎ ○ ○ 2

●プログラミング実習Ⅱ 〇 ◎ ○ ○ 2

●Javaプログラミング 〇 ◎ ○ ○ 2
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放送・メディア映像学科　専門科目　カリキュラムリスト
〇データ構造とアルゴリズム 〇 ◎ ○ 3

〇情報数学 〇 ◎ 2

●情報ネットワーク論 〇 ◎ ○ 2

〇情報ネットワーク演習Ⅰ 〇 ◎ ○ ○ 3

〇情報ネットワーク演習Ⅱ 〇 ◎ ○ ○ 3

〇Webアプリケーション技術 〇 ◎ ○ ○ 3
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科目

食物栄養学科　専門科目

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP2-2 DP3-1 DP4-1 配当年次

生活学概論 △ ◎ 1

基礎演習Ⅰ ◎

基礎演習Ⅱ ◎

生物学基礎 ◎ 1

化学基礎 ◎ 1

実験基礎 ◎ ○ △ 1

公衆衛生学Ⅰ ○ ◎ 1

公衆衛生学Ⅱ ○ ◎ 2

生活環境論 ◎ 2

微生物学 ◎ ○ 3

社会福祉論 ○ ◎ 4

地域福祉論 ○ ◎ 4

健康科学 ◎ ○ △ 1

解剖生理学Ⅰ ◎ ○ △ 1

解剖生理学Ⅱ ◎ ○ △ 1

解剖生理学実験 ◎ ○ △ ○ 3

生化学Ⅰ ◎ ○ 1

生化学Ⅱ ◎ ○ 1

生化学実験 ◎ ○ △ 1

病理学Ⅰ ◎ ○ △ 2

病理学Ⅱ ◎ ○ △ 2

免疫学 ◎ ○ △ 3

運動生理学 △ ◎ 3

食品学Ⅰ ◎ ○ 1

食品学Ⅱ ◎ ○ 2

食品学実験 ◎ ○ △ 2

調理学 ◎ ○ 2

調理学実習Ⅰ ◎ ○ △ 1

調理学実習Ⅱ ◎ ○ △ 2

食生活論 ○ ◎ 2

食品加工学 ◎ ○ △ 2

食品加工学実習 ◎ ○ 2

凡例　◎：DP達成のために特に重要な項目

　　　〇：DP達成のために重要な項目（本リストでは白文字で表示）

　　　△：DP達成のために望ましい項目（本リストでは白文字で表示）

ディプロマポリシーの項目番号

食物栄養学科　カリキュラムリスト

DP1-1栄養学、調理学および食生活に関する知識・技術を体系
的に学び修得している。

DP1-2栄養学、調理学および食生活に関する知識・技術・態度
および考え方を総合的に修得している。

DP2-1健常者および傷病者とその背景の情報を分析し、個別・
集団の栄養食事指導による問題解決を理論的に行うコミュニ
ケーション能力、倫理性、思考力、数的スキルを修得してい
る。

DP2-2実践活動の場での課題発見、解決を通して栄養士・管理
栄養士として必要な能力を修得している。

DP3-1主体的に行動しながら自己管理ができ、チームワークを
重視し、社会で信頼され活躍できる人間力とリーダーシップ
を有している。

1、知識・理解

2、汎用的能力

3、態度・志向性

4、統合的な学習経験と
創造的思考力

DP4-1地域社会の食に関わる課題を見出し、地域住民の健康と
福祉に食の面から貢献できる能力を修得している。

食物栄養学科
ディプロマポリシー
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食物栄養学科　カリキュラムリスト
食品衛生学 ◎ ○ 1

食品衛生学実験 ◎ ○ △ 3

食品機能学 ○ ◎ 3

基礎栄養学 ○ ◎ 1

基礎栄養学実験 ○ ◎ △ 2

応用栄養学Ⅰ ○ ◎ 2

応用栄養学Ⅱ ○ ◎ 2

栄養管理学 ◎ ○ 3

健康栄養実習 ○ ◎ 2

栄養教育論Ⅰ △ ○ ◎ 2

栄養教育論Ⅱ △ ○ ◎ 3

栄養カウンセリング論 ○ ◎ 3

栄養教育論実習 △ ○ ◎ 3

臨床栄養学Ⅰ ○ ◎ 2

臨床栄養学Ⅱ ○ ◎ 2

臨床栄養学Ⅲ ○ ◎ 3

臨床栄養管理学 ○ ◎ 3

公衆栄養学Ⅰ ○ △ ◎ 3

公衆栄養学Ⅱ ○ △ ◎ 3

公衆栄養学実習 △ ○ ◎ 3

栄養情報処理論 ◎ ○ ○ 3

給食経営管理論Ⅰ ○ ◎ 2

給食経営管理論Ⅱ ○ ◎ 2

給食経営管理論実習 ○ ◎ △ △ 3

給食経営管理論演習 ○ ◎ 3

臨床栄養学臨地実習 ◎ 3

給食経営管理論臨地実習 ◎ ○ 3

公衆栄養学臨地実習 ◎ △ ○ 4

給食の運営 ◎ 3

総合演習Ⅰ ◎ 3

総合演習Ⅱ ◎ △ 4

管理栄養士特別演習Ⅰ ○ ◎ 3

管理栄養士特別演習Ⅱ ○ ◎ 3

学校食教育論Ⅰ ○ ◎ △ ○ 3

学校食教育論Ⅱ ○ ◎ △ ○ ○ 3

国際食文化 ○ ◎ △ 2

食品評価論（演習） ○ ◎ △ 4

食料経済 ○ ◎ 2

フードビジネス論 ○ ◎ 4

フードスペシャリスト論 ○ ◎ 4

スポーツと栄養 ○ ○ ◎ 2

カウンセリング論 ◎ 4

発達心理学 △ ◎ 1

臨床心理学 △ ◎ 4

社会心理学 ◎ ○ 4

高齢者の心理 ◎ ○ 3

介護概論 △ ◎ 4

コミュニケーション論 ◎ 3

卒業研究Ⅰ ◎ ○ 4

卒業研究Ⅱ ◎ ○ 4
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科目

人間生活学科　専門科目 　　　〇：DP達成のために重要な項目（本リストでは白文字で表示）

　　　△：DP達成のために望ましい項目（本リストでは白文字で表示）

DP1-1 DP1-2 DP2-1 DP3-1 DP4-1 配当年次

【家庭総合コース専門科目群】

生活学概論 ◎ 1

ライフマネジメント論 ◎ 1

医学一般 ◎ 2

子どもと健康 ◎ 3

保育学 ◎ 1

児童福祉論 ◎ 2

ライフマネジメント実習 〇 〇 ◎ 2

ライフコース論 ◎ 2

現代子育て論 ◎ 2

消費生活論 ◎ 2

家族関係学 ◎ 〇 △ 3

子どもと社会 〇 ◎ △ 3

発達心理学 ◎ 〇 2

児童心理学 ◎ 〇 1

青年心理学 ◎ 〇 2

臨床心理学 ◎ 〇 1

カウンセリング論Ⅰ ◎ 〇 3

カウンセリング論Ⅱ ◎ 〇 3

社会福祉概論 ◎ 〇

介護概論 ◎ 〇 2

共生社会と福祉 〇 ◎ 3

衣生活論 ◎ 〇 1

ファッションマーケティング 〇 ◎ 2

アパレル素材論 〇 ◎ 2

アパレル実習 ○ ◎ 1

生活デザイン論 ○ ◎ 2

生活デザイン実習 〇 ◎ 2

ファッション特別活動Ⅰ 〇 ◎ 〇 1

人間生活学科　カリキュラムリスト

2、汎用的能力

3、態度・志向性

ディプロマポリシーの項目番号

人間生活学科
ディプロマポリシー

凡例　◎：DP達成のために特に重要な項目

1、知識・理解

DP1-1人間生活における諸課題に関する基礎的な
知識を修得している。

DP1-2家庭総合、食クリエイトのいずれかの分野
での専門的な知識を修得している。

DP2-1人間生活を基盤とした実践的な職業人とし
て活躍するためのコミュニケーション能力、論理
的思考力、数量的スキルを有している。

DP3-1主体的に行動しながら自己管理ができ、
チームを重視し、社会で信頼され活躍できる人間
力とリーダーシップを有している。

4、統合的な学習経験と
創造的思考力

DP4-1新たな社会の課題を発見し解決するための
考察力、問題解決力を有している。
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人間生活学科　カリキュラムリスト
ファッション特別活動Ⅱ 〇 ◎ 〇 2

流行と消費者行動 〇 ◎ 2

装いとメイクアップ ◎ 3

ファッションビジネス論 〇 ◎ 3

カラーコーディネート論 〇 ◎ 1

ドローイング 〇 ◎ 2

高齢者の衣生活 〇 ◎ 3

ハウスプランニング 〇 ◎ 1

ハウスプランニング実習 〇 ◎ 〇 1

住空間デザイン実習Ⅰ 〇 ◎ 〇 2

インテリアデザイン論 〇 ◎ 2

家庭電器・機械 ◎ 〇 2

住空間デザイン実習Ⅱ ◎ 〇 2

住まいの構造と材料 ○ ◎ 2

ユニバーサルデザイン論 ◎ 〇 3

住生活演習 ◎ 3

建築法規 ◎ 2

暮らしと住まいのデザイン史 ◎ 3

クッキング ◎ 2

栄養と健康 ◎ 1

応用クッキング ◎ 2

テーブルコーディネート演習Ⅰ ◎ 2

テーブルコーディネート演習Ⅱ ◎ 2

生活学専門演習 ◎ 3

卒業研究Ⅰ ◎ 4

卒業研究Ⅱ ◎ 4

【食クリエイトコース（製菓衛生師）専門科目群】

生活学概論 ◎ 1

公衆衛生学Ⅰ 〇 ◎ 1

公衆衛生学Ⅱ 〇 ◎ 2

公衆衛生学Ⅲ 〇 ◎ 2

栄養学Ⅰ 〇 ◎ 2

栄養学Ⅱ 〇 ◎ 2

食品学Ⅰ 〇 ◎ 2

食品学Ⅱ 〇 ◎ 2

食品衛生学Ⅰ　☆ 〇 ◎ 1

食品衛生学Ⅱ 〇 ◎ 1

食品衛生学Ⅲ 〇 ◎ 2

食品衛生学Ⅳ 〇 ◎ 2

食品衛生学実験 ○ ◎ 2

衛生法規 〇 ◎ 2

洋菓子基礎理論Ⅰ 〇 ◎ 1

洋菓子基礎実習Ⅰ 〇 ◎ 1

洋菓子基礎理論Ⅱ 〇 ◎ 1

洋菓子基礎実習Ⅱ 〇 ◎ 1

洋菓子応用理論Ⅰ 〇 ◎ 1

洋菓子応用実習Ⅰ 〇 ◎ 1

洋菓子応用実習Ⅱ 〇 ◎ 2

製パン基礎理論 〇 ◎ 1
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人間生活学科　カリキュラムリスト
製パン基礎実習 〇 ◎ 1

製パン応用実習 〇 ◎ 2

和菓子理論 〇 ◎ 1

和菓子実習 〇 ◎ 2

社会Ⅰ ◎ 〇 1

社会Ⅱ ◎ 〇 2

フードスペシャリスト論 〇 ◎ 〇 4

食生活論 〇 ◎ 〇 2

クッキング 〇 ◎ 〇 2

調理学 ◎ 〇 3

食品評価論 〇 ◎ 4

食品学実験 〇 ◎ 2

食品加工学 ◎ 4

食料経済 ◎ 3

国際食文化 ◎ 〇 3

フードビジネス論 ◎ 〇 3

食クリエイト専門演習Ⅰ ◎ 〇 3

食クリエイト専門演習Ⅱ ◎ 〇 3

食クリエイト専門演習Ⅲ 〇 ◎ 4

食クリエイト専門演習Ⅳ 〇 ◎ 4

卒業研究Ⅰ 〇 ◎ 4

卒業研究Ⅱ 〇 ◎ 4

【単位互換科目（他学科開講科目）】

レクリエーション論 ◎ 2

レクリエーション実技Ⅰ ◎ 3

レクリエーション実技Ⅱ ◎ 3

地域福祉論 ◎
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